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　玉村小学校は、児童数４５３名、職員数45名で町内でも大きな規模の学
校です。児童は素直で元気が良く、日々の学習や運動にしっかりと取り
組んでいます。運動会では、夏休み明けから毎日のように練習を積み重
ね、当日は秋晴れの空の下、児童は一生懸命に「徒競走」「遊競技」
「表現」に取り組みました。特に「表現」は、真剣な表情とキレのある
身のこなしで、どの学年も見応えがあり、最後に６年生の演技が終わる
と、観覧していた皆さんから大きな拍手とともに「感動しました」「涙
が出ました」などの感想が出るほどでした。
　行事に限らず、児童の力を引き出し伸ばすために、先生方は日々熱心
に指導を行っています。
　特に今年度は、中部教育事務所より「学力向上推進モデル校」の指定
を受け「学びを実感できる授業の創造」をテーマに授業改善の研究実践
を進めています。

＜全校での取組＞
①「めあて－振り返り」の徹底　　②自主学習の奨励
③朝学習（朝トク）時間の設定　　④自己肯定感・所属感の高揚

＜校内研修での取組＞
①「学びを実感した」子ども像の共有　②多様な学び合い活動の共有
③板書力の向上（教材の見える化）　　④指導案検討

　研修の時間には、先生方が互いに意見交流を行うワークショップ（学
年ブロック討議から全体討議へ）を取り入れ「みんなで腕を磨く」とい
う意識を持ち、毎回とも活発な討論を行いながら研鑽を深めています。
　新学習指導要領が示され、英語や道徳の教科化など教育課程の改訂と
ともに「主体的・対話的で深い学び」への授業改善が求められています。
今後もこれらに対応しつつ「生きる力」の育成に一層努めていく所存で
す。

　南中学校では、「学習」と「行事」の両輪で生徒の心を育ててい
ます。
　本校では「体育祭」「玉陵祭（合唱コンクールなど）」「持久走
大会」を「三大行事」と呼び、生徒たちが特に力を入れて取り組み
ます。いずれの行事も、クラスの生徒全員が心を一つにして、優勝
や最優秀賞を目指し、一生懸命に練習を積み重ねます。

　体育祭は、力強い行進や気合いの入った選手宣誓、大きな声でしっかりと歌う校歌で始まり「これから、やる
ぞ」という気持ちを高めます。競技ではゴールテープを切って倒れこみ、しばらく動けないほど力を出し尽くす生
徒の姿が見られるなど、どの生徒も本気で熱くなって取り組みます。
　玉陵祭では、合唱コンクールに向けて朝や放課後に各クラスが練習を積み上げます。どのクラスにも、声の強弱
や歌い方など、歌詞の横に大切なポイントが書き込まれた大きな模造紙が貼られ、各パートのリーダーを中心に、
よりよい合唱づくりに取り組みます。
　当日は、最優秀賞に輝き、うれし涙を流す生徒や、賞を逃し、悔し涙を流す生徒など、この日にかける思いがあ
ふれます。また、各学年の休憩時間には、クラス全員で肩を組み、大きな声で気合いを入れる姿があちこちで見ら
れます。どの生徒も、本番までに積み上げてきた練習の成果とクラスの仲間と育んできた思いを歌に込めます。
　持久走大会では、体育の授業を中心に、校庭や本番のコースを使った練習に取り組み、当日に向けて体を鍛えま
す。各クラスでは、三大行事の最後を締めくくる持久走大会への気持ちを高めます。特に、体育祭や合唱コンクー
ルで思うような成果が出ず、悔しい思いをしたクラスでは、一人ひとりが自分の力を出し切って、持久走大会で結
果を出そうと意気込みます。速い遅いではなく、それぞれが一人でも前の選手を追い抜こうという気持ちで、団結
力を高めます。
　どの生徒も優勝や最優秀賞等を目指して頑張りますが、行事を終えたあと、クラスの団結や協力することの大切
さ、仲間と紡いだ絆の素晴らしさなど、結果だけではない大きな喜びを感じて、充実した時間を過ごします。
　これら三大行事だけでなく、旅行的行事やその他の各学年行事などでも、仲間との絆を深め、皆で協力し、気持
ちを一つにしながら取り組む大切さを学びます。こうした行事を通して「感動した！」「できた！」「楽しい！」
という気持ちを味わうとともに、協力することの大切さや友情の温かさなど、クラスや学年での絆の素晴らしさを
実感します。
　これからも、行事を大切にしながら、生徒の心を豊かに育んでいきたいと考えています。

「豊かな心を育む取り組み　
     　　～ さまざまな行事を通して ～」
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対象　学校へ行きたくても行けずに
　　　困っている小・中学生
日時　毎週月～金曜日
　　　9：00～16：00
場所　役場西側「ふれあい教室」
　　　　・   65－0091
小・中学生の不安や悩みを受け止め
ながら、心がふれあう喜びを体験す
る場所です。

対象　ことばやきこえ、情緒面で心
　　　配のある3歳以上の幼児や小
　　　・中学生
　　　発音の誤り・ことばの繰り返
　　　し・ことばの発達が遅い・落
　　　ち着きがない・人とうまくか
　　　かわれない・学習に偏りがあ
　　　るなど
申し込み　「玉村町通級教室」
　　　　 20－4500

内容　子どもの心の問題など
日時　毎週月～金曜日
　　　9：00～16：00
申し込み　電話で随時
場所　役場西側「教育相談室」
　　　　 65－0081 
　　　　 65－0091
お子さんの教育の悩みなど、ひとり
で悩んでいないでお気軽にご相談く
ださい。

内容　子どもの心身の発達にかかわ
　　　る心配ごと
日時　毎週月～金曜日（祝日を除く）
　　　9：00～17：00
　　　第２・４土曜日
　　　9：00～15：00
申し込み・問い合わせ先
　　　子ども教育支援センター
　　　（県総合教育センター）
　　　☎26－9200

玉村町ふれあい教室

玉村町通級教室

玉村町教育相談室

子ども教育・子育て相談

玉村小学校の取り組みを紹介します


